
謹啓 時下、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、弊社製品に関しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さてこの度「肺高血圧症 WEB Seminar」を次のとおり開催させて頂く運びとなりました。

つきましては、ご多用とは存じますが、ご参加賜りますようご案内申し上げます。

謹白

○○○○○○講演会

PAHの治療
フォローアップ時のリスク評価と症状評価

日 時 2025年2月12日 (水)   18：00- 18：45

橋本   暁佳  先生

札幌医科大学医学部 病院管理学 教授

肺高血圧症 WEB Seminar

演 者

■ 講演・質疑ともにLive配信いたします。（ご質問は質問フォームにて受け付けております）

■ 本WEB講演会のご参加に当たり、弊社による飲食及び交通費の負担はできませんことをご了承ください。

■ ご視聴いただくにはMSD Connectへの会員登録（無料）が必要にとなります。会員登録・当日の視聴方法の詳細は裏面をご確認ください。

肺高血圧症の予後は、治療開始時の病態には必ずしも相関せず、むしろ、初期治療がある程度の効

果を得た後のフォローアップ期の病状に依存することが知られている。「無我夢中」の初期治療期

を乗り越えた後に、治療と生活との折り合い（家族・就学・就労・育児・経済的問題…）をどう付

けていくか、の避けられない問題にぶつかり、そして深刻な治療薬の副作用との闘いが始まる。こ

の時期の病勢はとても不安定である。まず患者自身が「すっかり良くなった」と誤認し、許容範囲

を超える身体活動をしたり過食に陥いることも多い。最終目標（＝可能な限り正常の血行動態に近

づける）のためには、治療薬増量が必要なことは明らかであるのに、「調子いいのにまだ薬を増や

すの？副作用が辛い」という患者の声に医療者側の信念が揺らぐこともある。多職種PH診療チーム

にとって、このフォローアップ期を患者や家族といかに過ごすか、が治療を完遂するために乗り越

えなければならない最大の壁といえる。この時期の診療のポイントの一つは右心不全増悪の前兆

（食欲低下、便秘、良眠不可）を見逃さないことである。患者との「付き合い方」をキーワードに、

フォローアップ期治療について概説したい。
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ご視聴方法 登録・視聴は無料です

http://msdconnect.jp/ にアクセスしてください
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